
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

「柔軟さ」と「寛容さ」 

石塚 悠 

 

幼いころからピアノを習っていた私は、１つの曲を練習するために、その曲が収録された CD を聴き、

参考にして練習していました。すると、細かい部分ではありますが、楽譜に書いている音と実際CDで流

れている音がわずかに違うというようなことがよくありました。昔はその理由がなぜなのか分からず、戸

惑いの気持ちがあったように思います。演奏としては、楽譜に書いてある音も、参考音源となる CD も、

変な感じはありません。ただただ、なぜ楽譜と違うのかを不思議に感じていました。今になって分かった

ことですが、これには当時の時代背景が関係していたようです。 

 当時の作曲家たちは音楽を作る時に、まず手書きで行っていました。作曲家自身の手書きの譜面のこと

を「自筆譜」と呼びます。現在であれば、自筆譜をコピー機にかけたり、スキャナーに取り込んだりすれ

ばあっという間に複製できますが、そうした技術がなかった時代はまず手で書き写すのが基本で、そうい

った仕事を務めるのは、家族や弟子、筆写を仕事にしている人だったそうです。そうやって原本となる譜

面を増やし、そこから印刷による出版が始まります。作曲家の自筆譜をもとに刷られていき、作曲家自身

が存命中で出版に携わっている場合は、直接校正作業を行っていました。そうして出版されたものから、

更に作曲家自身がリハーサルの中で修正点や変更点を指示することもよくあったようです。 

 これらは今から何百年も前の話であるため、どのタイミングの資料に作曲家の最終的な意思・判断が残

されているのかが今となっては分かっていないものもあります。曲によってはその作曲家の自筆譜が残っ

ていないため、本当にその作曲家の意思通りの曲なのか、研究者の中で大きな議論を生んでいるものもあ

るようです。私が幼いころに経験した楽譜と参考音源との音の違いは、その部分が理由だったのかもしれ

ません。 

今思えば、楽譜に書いてあった音も幼少時に聴いたCDの音も、どちらも音楽としては違和感なく成立

していました。他にも、滝廉太郎の「荒城の月」のある一つの音が半音上がるバージョンとそうでないも

のとがあります。音楽を楽しむ、という考え方からいえば、どちらにも魅力があるような気がしています。

それぞれの味わい、良さがあるのです。多角的に見て分析し、それを受容するという「柔軟さ」や「寛容

さ」があることで、息詰まっていることや悩んでいることが少しずつほぐれ、解消されるヒントになるの

かもしれません。 

 ２学期も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

学校だより 

たまゆら 9月号 
―勾玉のゆらぎ、触れ合う音のかすかな響きー 

勾玉を在校生・卒業生・保護者・地域・教師にたとえ、玉津中学校にかかわる人々の 
現在も未来も玉津中学校を通したふれあいを通じ、心の響きが奏でられるよう願いをこめて 

              
神戸市立玉津中学校   令和 4年 8月 29日発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柔道部     〇令和４年度 第 66回兵庫県中学校総合体育大会 相撲競技大会 

         ３人制団体 第２位 ３年 栗本 羚   ３年 溝口 亮太郎  ３年 髙橋 類  ３年 溝端 巳悠 

5人制団体 第２位 ３年 栗本 羚   ３年 溝口 亮太郎  ３年 髙橋 類  ３年 溝端 巳悠 

２年 持田 幸政  ２年 藤綱 俊太朗 

         個人戦      第３位 ３年 髙橋 類 

 

吹奏楽部   〇令和４年度 第６９回兵庫県吹奏楽コンクール 第４５回神戸地区大会  A部門  銀賞 

 

美術部     〇令和４年度「海の絵画コンクール」  佳作    

２年  天野 七海  １年  樽谷 由奈 

 

男子卓球部  〇令和４年度 全日本卓球選手権男子カデット西区予選会   

２年シングルス  第３位  森山 耀大 

１年シングルス  第１位  家中 太登 

女子卓球部  〇令和４年度 全日本卓球選手権女子カデット中央区予選会 

            １年ダブルス   第１位  中水 ひなた 

〇令和４年度 全日本卓球選手権女子カデット神戸市予選会 

            １年シングルス  第５位  中水 ひなた 

            １年ダブルス   第５位  中水 ひなた 

 

拠点校水泳部 〇令和４年度第 58回兵庫県中学校学年別水泳競技大会 

              1年女子 50m自由形      第 1位   久保 陽子 

          3年男子 200m個人メドレー  第 6位   久保 宏騎 

お知らせ 

・９月より中学校へ電話をいただく際、発信者の番号通知が必要となります。発信者番号通知を設定さ

れていない方は、本校の電話番号の前に「１８６」を付けていただきますようお願いいたします。 

・これまで本校の標準服は「男子標準服」、「女子標準服」と表記しておりましたが、今後はＡ型標準服

（旧男子標準服）、Ｂ型標準服（旧女子標準服）と表記するように変更しております。また、Ｂ型標準

服はこれまでスカートのみでしたが、スラックスを選択することができるようになりました。９月の

冬服申込より購入することが可能です。 

 

柔道部 

第 71回近畿中学校総合体育大会 相撲競技 出場 

5人制団体  ３年 栗本 羚  ３年 溝口 亮太郎  ３年 髙橋 類   

３年 溝端 巳悠 ２年 持田 幸政   ２年 藤綱 俊太朗 

２年 西尾 維織 

個人戦    ３年 髙橋 類  ３年 溝端 巳悠 

第 52回全国中学校相撲選手権大会 出場 

個人戦    ３年 髙橋 類 

 
 ※個人情報保護の観点から、学校だより

たまゆら HP 版では個人名を掲載してお

りません。 


